
⻭科材料の表⾯性状・改質
活性酸素種（ROS：Reactive Oxygen Species）は、ミトコンドリアが酸素を
⽤いたエネルギー産⽣を⾏う際に発⽣する反応性の⾼い副産物であり、過
激な酸化活性による遺伝⼦・細胞膜脂質・タンパク等への酸化障害により、
癌や動脈硬化、⽼化等の危険因⼦の１つとされている。また、創傷治癒の
全過程にROSは関与しており、過剰なROSにさらされることは酸化ストレス
となり、治癒の遅延を招くという報告もある。

ROSを制御する機能を付与することで、⾻形成および創傷治癒
を促進させる⽣体材料の作製および表⾯改質を検討している。

BRONJへの応⽤ ⾻補填材への応⽤


